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      第4章

ピウスツキと北方諸民族文化の研究



ウイル タ語 ・オルチ ャ語研究 にお ける

       B.ピ ウ ス ツキ

池 上 二 良*

 ア イ ヌ語 ・ギ リヤク語研究に対す るB.ピ ウス ツキ(B.Plx$UDSKI)の 貢 献 につ いて

は,す で にひろ く知 られて いるが,か れはまた ツングース系二言語,ウ イル タ語(オ

ロッコ語)と オルチ ャ語 についても業績 を残 してい るの である。 ウィルタ語 ・オルチ

ャ語 につ いてのかれの業績は,ポ ーラ ンドの学者 コ トヴ ィチ(W.KOTWIcz)に よ っ

て ロシヤの民族学 の雑誌のなかの論文[1〈OTBHqb 1909:6]に お いて言及 さ れ た こ

とがあるが,そ の業績 は刊行 されておらず,わ れわれがそれに接す ることはできなか

った。 しか し,最 近,ピ ウスツキの原稿 は,ク ラク フのポー ランド科学アカデ ミーの

図書館 のなかの古文書庫 において,マ イエヴィチ(A.F. MAJEWIcz)と 井 上紘一 の

両氏 によってふたたび発見され,わ れわれは これに接す る ことがで きるよ うになった。

この原稿 は,1)ポ ー ラン ド語で書かれたオ ロッコ語の文法略説,オ ロッコ語 テキス

ト,オ ロッコ ・ポーラ ンド語i彙,オ ロ ッコ語 固有 名詞 の表,お よび ロシヤ語 によるオ

ロッコ語音 とオ ロッコ語単語 につ いての略記,オ ロッコ語文法素描 とオ ロッコ語テ キ

ス ト(W.コ トヴ ィチの解説文 と ピウスッキの書簡文が付 いて いる),な らびに2)オ

ル チャ ・ポー ラン ド語彙,固 有名詞の表,テ キス トを おさめ るポー ラン ド語で書かれ

た オルチ ャ族言語資料(は じめにかれ自身 の序言 が付 してある)を ふ くん でいる。か

れ は,ウ イル タ語資料を1904年 に カラフ トのタ ライカ湾 のポロナイ川河 口付近で採集

し,ま たオル チ ャ語資料を同年 カラフ トのその地方 で,翌 年 アムール川地方 であつめ

た(ウ イルタ語資料 中の コ トヴ ィチの 解説 とオル チャ語資料の序 言 によ る)。 カラフ

トにおけるかれの研究作業のあ とすで に約80年 がた ってい る。 ここで,ピ ウスッキの

ウイルタ語 ・オル チャ語の記録 およびそれについてのかれの記述を言語学 とフォーク

ロァの研究の立場か ら再検討 し,そ してかれ の業績 を ウイル タ語 ・オルチ ャ語 の研究

史 な らびにこれ らの言語 の歴史 において展望す ることを おこな いたい。

 ウイルタ語研究史の上で,B.ピ ウス ツキ以前 には松浦武 四郎 が19世 紀 なか ばカラ

フ トを旅行 し,そ こで ウイルタ語単語を書 きとめた[松 浦  i.1;高 倉 1978;池 上
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1971,1979お よび 谷沢 1978参 照]。 ピウスツキ以後は,中 目覚 が1912年 とその

翌年 にカラフ トをたずね,か れの ウイルタ語の著作のための 資 料 を 採 集 した[中 目

1917a, b;NAKANOME l928ユ 。 また,1912年 に金田一 京助がウイルタ語単語を採集

した。 それは刊行 された語彙 にふ くまれている[金 田一 1912]。

 オ ルチャ語の研究史の早期 においては,18世 紀 末か ら19世 紀 なかばにかけてカ ラフ

トで 日本人旅 行者 が あつめ,こ れを当時 日本人 がサ ンタ ンことばとよんだオル チ ャ語

単語 がある[池 上 1967参 照]。 マキ シモーヴ ィチ(K.H.赫AKcHMoB四)は19世 紀 の

後半にオル チャ語単語を採集 した。 これはグルーべ(W.GRUBE)の ゴル ジ ・ドイツ

語辞典 のなか で刊行 された[CiRUBE l900]。 ピウスツキのす ぐあ と,1908年 に シュ

ミット(P.SCHMIDT)は ア ムール川下流地方のオルチ ャ族 をふ くむ諸民族 の実地 調査

をお こない,採 集 したオルチ ャ語単語 と若干の テキス トを1923年 に刊行 した[SGHMIDT

1923]。

 年代 的には,わ れわれ の知 る限 り,ピ ウス ッキは ウイルタ語 ・オル チャ語 の今世紀

最初の硫究者 であった。 かれ は,ウ イルタ語の最初 の文法記述 とウイル タ語 テ キス ト,

ウイルタ語語彙 および若干 のテキス トのついたオルチ ャ語 の語彙を作成 した。 しか し,

これ らの言語 に関するかれの原稿 は,少 な くともそのあ るものが一部の ソヴィエ トの

研究者 にはすでに利 用で きたが,今 日まで一般の人 々の 目か らは遠 ざけ られていた。

もし,か れの原稿 が もっとはや くに日の 目をみていたな らば,ウ ィルタ語 ・オル チャ

語研究や アムール川 ・カ ラフ ト地方の研究 の進歩に もっと大 きな寄与をな していた こ

とで あろう。

 ピウスッキによ って記録 された約180の 人 名を含 む固有名詞の表 には,川 村秀 弥が

おそ らく1940年 代 に記録 した人名のあるもの と同定で きる約6人 の男 性 人 名 が あ る

[川村 1983:72-76]。 さ らに,こ れ らの人 名および表中の他 の3名 ほどの人名 は,

1910年 ごろに生 れた ウイルタの老婦人佐藤チ ョさんの記憶のなかにいま もなおのこっ

てい る。 それ らの6名 と3名 の名前 はBoksiiri, cimuleenu, coroldoonu, Jawwee-

nu, Macipari, TuηgokkoとCeexara,五 〇Jiηgeenu, Naaksaunaで あ る。 川村秀弥

の記録 によれば,同 定 された人 々の うち,最 年長者 は1817年 生 れであり,最 年少者 は

1880年 生 れであ る。 したが って,こ れ らの名前の人 々は佐藤 さんよ り一世代ない し二

世代 上であることがわか る。 これ らの人 々の年 齢は,ウ イルタ語史 におけるピウスツ

キの ウイルタ語資料の相対的年代を見 出すの に手助 けとな ろう。1876年 の生 れで,ピ

ウス ッキにこのあ とふれ るお とぎぱな しを口述 したキ シュ ンギ ン(Kisungin)は,わ

た くしがいま上にのべた ことを証す る一つの実際の事例を供する。
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 ピ ウスツキの著述 はこれ らの言語 の研究の早期 の段階 になされた ものであるので,

か れのテキス トや記述 のある箇所は誤 っているか,ま たは疑わ しいとみ られるこ とは

避け られない。それに もかかわ らず,か れの著述の多 くの部分 は独特の価値 を有 して

いる。

 わ た くしは,ウ ィルタ語 とオル チ ャ語のかれの文法素描 と語彙 における注 目すべ き

若干の点 に言及 したい。

 ウィル タ語 に関す るピウスツキの資料のなかのい くつかの単語 には,今 日の ウィル

タ語 の対応単語 に現れない 母音間のhが み られる。 ピウスツキの資料 のなかのそれ

らの単語 の少 な くともあ るものは,*kま た は他のあ る軟 口蓋 音をhと して保存す る

とみ られる。今 日の ウイルタ語 では,母 音間 の単独の*kは,幼 児語 における場合を

除 いては,消 滅 したと考え られ る。た とえば,nymuhu「 脂 肪(溶 けていない もの)」

(今 日の ウイルタ語ngmuu「 獣 脂」),エ ウ ェン語nam緻「 脂肪」参照 。 このhは

有声摩擦音を表 わす ものか もしれない。松浦武四郎が書 きとめた ウィルタ語単語 のう

ち,今 日の ウイルタ語 のdgsii「 そ りの荷台 に敷 きな らべ た棒」 に対応す るテ シキニ

の ような語 につ いては池上[1979:74]を 参 照。

 つ ぎに,ウ イルタ語 の完了の反照連用形は,母 音 に終 る動詞語幹 の場合 には,池 上

採集資料 な らび にペ トローヴ ァ採集 資料 にみ られ るように,語 幹 に動詞 語尾 一gaこ6i

(単 数形)ま た は 一 V V gacceeri(複 数 形)を 付加 して形成 される。 しか し,ウ イルタ語

の ある話 し手た ちはまた動詞語尾 一xaここi(単 数 形)ま たは  V V -xacceeri(複 数 形)が と

もなう反照連用形を使用す る[池 上 1984:10,lIそ の他]。 ピウス ッキもまたisu-

xatciri←   V V isuxacceeri)「 帰 って来てか ら」の ような連用形をあげているのは注 意す

べ きで ある。-xaこ6iと い う形 の存在 は,連 用形語尾 一gaこ6iが*-xaこdの 段階 を経て

完了動名詞の形成素*-xanプ ラ スおそ らく道具格語尾 の 一種 である*一こi(a)プ ラス

反照単数語尾*-biの 結 合へ さかのぼ ることを暗示す るよ うに思 われる。 それは,ツ

ングース語 の一 つ,オ ロチ語 に お け る完 了 の反照連用形語尾 一xan消[UH購 器c

1949:156]が 完 了動 名詞の形成素*-xanプ ラス道具格語尾*イiプ ラス反照単数語尾

*biの 結 合 にさかのぼるの と同様 と思われ る
。

 これ らの点で,ピ ウス ツキの ウイル タ語資料は ウィルタ語の早期 の段階の い くつか

の特色 を有 している。 また,か れの ウイルタ語語彙 のなかのあ る数 の単語 は今 日では

同定 できない。

 オ ルチ ャ語語彙では,た とえば,オ ル チ ャ語7a ilウ イルタ語daお よびオル チ ャ語

d矧 ウイルタ語 ∫iの ようなオルチ ャ語 と他の ツ ングース語 との音韻対応に 符 合 し な
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い い くつかの語形 が,こ れ らの音韻対応 に符合す る形にま じって いるのがみ られ る。

例,bil3', aとbild癡ｼ 者 とも 「の ど」, sagd墲ﾆsag3f両 者 とも 「年 とった」。 音韻

対応 に符 合 しない語 は,ウ イルタ語単語 であ り,こ れが誤 ってオル チャ語単語 にま じ

ったとみ られる。なぜ な ら,ピ ウスッキは,オ ル チャ語資料 の大部分を,カ ラフ トの

ウイルタ人 の住 む地方へ来 てそ こに滞在 して いたオルチ ャ入か ら採集 した の で あ る

(かれ のオル チャ語資料 の序言 によ る)。 ゴル ッェフスカヤ(B.A. rOPuEBCKAA)は,

ピウス ツキがオルチ ャ語 とオ ロッコ語 を同一言語 と確信 してオルチ ャ語単語 とオ ロ ッ

コ語単語を区別 しなかった とのべたが[roruESCxnR l959:21],こ れ は正 しくない

とみ られ る。

 つ ぎに,ピ ウス ツキが採集 したテキス トを扱 いた い。かれのウイルタ語 テキス トに

は,お とぎぱな しが一つ ある。 このお とぎぱな しの もう一種 は,上 に言及 した ウイル

タ老婦人佐 藤チ ヨさんによってわた くしに口述 された。 ピウスツキは,こ の話をサ フ

リのジャンルに入れた。 サフ リは,ウ イルタロ頭文芸の ジャンルの一つであ り,架 空

物語 である。一方,わ た くしは,提 供者 の佐藤 さんがその話をサフ リの例 とみ ないの

で,そ れをサ フ リの ジャンル に入れなか った。 しか し,こ の話 をサフ リに入 れ ること

は,そ れの内容 に適切 であるように思 われ る。

 この話の梗概を記す と,ね ずみの母親 とかえ るの母親が,一 緒 に舟を こいで川上へ

木 になる漿菓を とりに行 った。かえるの母親 は,木 にのぼ ることがで きず,木 の実を

とれなかった。ねずみの母親 は,た くさん の木の実を とったが,か え るの母親へ ひと

つ もや らなか った。ねずみのこどもた ちは喜んだが,か え るのこどもた ちは悲 しが っ

た。 うちへ帰 ってか ら,か え るの母親 は大 じかを とり,た くさんの肉をえた。ねずみ

の母親 は夜その肉をぬすみ に行 ったが,ぬ すみ に失敗 し,か えるの母親 にひど くぶた

れた。ねずみの母親は,け がを して,か らす のシ ャマ ンとわた りが らすの シャマ ンと

小鳥 のシャマ ンを呼びにや った。 けれ ども,小 鳥の シャマ ンはかの女の本当の ことを

暴露 してかの女 に追いかえされた。

 若 干の箇所では,両 人 のこの話はたがいに異 なる。た とえば,佐 藤チ ヨさん 口述の

テキス トでは,か らすのシャマ ンとわ た りが らすの シャマ ンは本 当の ことを暴露 して

かの女をあざけ ったが,小 鳥の シャマ ンは,ね ずみの母親を満足 させて報酬 を うるた

めに,う その陳述を した。一方,あ る数 の句 は両人の話 に共通 して いる。 これ らの旬

のあるもの は,す で に意味が不 明であ る。 たとえ ば,waaηaa waaxaniと い う句が

両方 に出るが,waaxaniは,「 そ こにけがを した」 の意 味であ るが, waapaaは 意 味

がはっきり しない。ある共通の句は擬音語 である。た とえば,tomboo bok bokは,
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擢 を水へ入れ る音 と水 があわ立つ音を表わす。あ る表現 は,物 語のなかで永続 的に固

定 して しま い,そ の結果 と して,そ の表現が両人 の話のどち らにも特に保 存された と

考え られ る。

 この話 は,当 時26才 の ウィルタの男性 のキ シュ ンギ ンが ピウスッキに口述 した もの

で ある。佐藤 チヨさんには,こ の話 はかの女の母 によ って語 られた。佐 藤 さん の母 と

キ シュ ンギ ンは,ほ ぼ同時代の人 であ ったといえよ う。

 この話の相異な る二 種の比較は,口 承 において内容 と表現 の両面でな にが もとのま

ま残 るかを知 るかぎを与 える。

 つ ぎに,ピ ウス ツキの ウィルタ語資料 は16の なぞなぞをふ くんでい る。その うちの

七 つは池上の ウイルタ語資料 中佐 藤チ ョさん が口述 したなぞなぞと一致 し[池 上 19

84:82-.,],六 つ はペ トローヴ ァのテキス ト中のなぞなぞ と0致 するが[IIETPOBA

l967],七 つ は どちらのテキス トに もみ られない ものである。

 ウイルタのなぞなぞは,gaηgaηgajagOOと い う導入句で はじま り,つ ぎになぞか

けの内容が言 い表わ され,そ れか ら,「(そ れ)な あに,(あ て てご らん)」 の意味の

(tari)xaigaak(toksiik unuu)の よ うな正 しい解答の要請で と じられ る(括 弧 内の部

分 は省 略される こともある)。 こたえの最後の母音 は長 くのば して発音 され,通 常(並

列 的単語の場合を除 いて)k音 が末尾 につけ加 え られ る。

 な ぞなぞ問答の この修辞 的形式は,佐 藤 さんがわた く しに口述 したなぞ なぞ にみ ら

れ るが,ペ トロ0ヴ ァのなぞなぞのテキス トにはみ られない。 ピウスツキのな ぞなぞ

はまたなぞなぞ問答の この修辞的形式 の存在 の証左を供 する。

 ほ かに,か れの テキス トには,歌(xggg9即 興 歌3篇 と子守 り歌1篇)と 言 い伝え

と文例 がある。言 い伝え と して,ウ ィルタの起源 につ いての短い話,偶 像(お 守 り)

約6点 の説 明,血 の病 の治療法などの ほか に,火 への祈疇の ことばがある。 この祈疇

の ことばは貴重 であろう。

 か れはつね にテキス トをそれが語 られ るそのままに書 きとめる努力を したと,わ た

くしには思 われる。 ピゥスッキが記録 した ウイル タ語 テキス トをみている と,話 し手

が語 った さまが,あ りありと感 じとれ るよ うに思 われることがあ る。 かれ はよ き野外

研究家 であ った と,わ た くしは思 う。

 か れのテ キス トは,蓄 音器の円筒 にも,磁 気録 音テープにも保存 された ものでな く,

か れ 自身の手 で書 きとめ られた ものである。それ にもか かわ らず,か れのテキス トは

もとの 口述 に忠実 であるとみ られ,今 日なお ウィルタ語 ・オルチ ャ語研究 に役 立つ。

かれの業績 は,ア イヌ語研究 におけると同様 に,ウ イル タ語 ・オルチ ャ語 研究 におい
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ても決して忘れ られることはないだろう。

 附記

 なおまた ピウスツキの研究分野について言えば,そ れは言語学と民族学にわたって

いる。ここでは民族学という用語の意味を,民 族誌や民俗学もふ くめて非常に広 くと

っていただきたい。言語学と民族学 という二つの学問分野が,ピ ウスッキというひと

りの研究者において分化せず0体 をなしている。このことは,ピ ウスツキだけでなく,

当時のロシャのV.G.ボ ゴラースやL. YA。 シュテル ンベルグも,ま た アメリカの

F.ボ アズもそうであったろう。 その後,研 究が進むにつれ,こ れらの学問は専門化

して分化 した。これは,両 者の専門研究が非常に進歩 したことによる。言語学におい

ては,そ の固有分野といえる音韻や文法の研究が著しく進み,精 密になった。それは,

ピウスツキの時代の比ではないと言えよう。 しか し,そ のように進歩 してきた今日の

段階において,両 学問はあらためてそれぞれの研究成果を相互にとり入れ,再 び連携

し,総 合化 して行 くことが必要ではないかと思う。

 言語学の側についてみると,た とえば言語の意味の記述,語 義の記述を的確におこ

なうためには,民 族学の成果として得 られた知識をとり入れることが必要であろう。

基礎語彙も,少 なくとも一面では,そ の言語の話し手たちの生活,文 化に立って考え

るべきものであろう。また基礎語彙に関 して,人 聞言語の基礎語彙における普遍性を

さぐるようなとき,ま ず個別言語の基礎語彙をあきらかにすることが前提であり,こ

れの正確な記述は,各 言語について民族学的知識に基いておこなうことが必須であろ

う。その普遍性の探索も,こ うして記述された諸言語の基礎語彙を通 してなされるべ

きであろう。

 一方,民 族学の側を考えると,一 民族の文化を理解し,把 握するためには,そ の民

族の言語によらざるをえない面が大きい。口碑,神 話,宗 教,宇 宙観については言う

までもない。物質文化についても,一 民族の物質文化を体系的に理解,把 握するため

には,そ の民族の言語によることも必要であろう。fc)1k taxonomyが わからなけれ

ば,一 民族の物質文化も十分には理解できないだろう。そのためにも,各 文化要素に

ついてその本来の言語における正確な名称を知ることが必要である。具体的には,博

物館の民具の分類,展 示 にも関係するだろう。展示物には,そ の言語による正確な名

称 も記載することが望ま しいと思う。

 実は,筆 者は北海道教育委員会か ら依頼されてウィルタ民俗文化財緊急調査を8年

ほどおこなってきて,こ のことを感 じたのである。このことはアイヌ文化研究におい
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て も同様であろ う。

 ピ ウス ツキを主題 においた今 回の機会 に,こ う した ことを改めて考 えることは有意

義であ り,重 要 であると思 う。実際 にお こなわれ る研究 にお いて,両 学問の研究がた

がいの成果を とり入れ合 い,連 携 し結合 して行 くことが大切 であ り,研 究 が今後 この

よ うな方向に向 って行 くことを望ん でや まない。

 本稿は1985年9月 北海道大学で開催された ピウスッキに関する国際 シンポジウムで

の口頭発表の英文原稿を和訳し,若 干の補訂を したものである。なお附記は1986年2

月28日 国立民族学博物館におけるピウスツキ研究会での研究発表につけ加えてのべた

ものである。
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